
あなたの診療情報が

　  狙われている !?
レセプト（診療報酬請求書）の　

　オンライン請求「義務化」には

　　　　　　　  問題がいっぱい !

私たち医療担当者は、レセプトのオンライン請求（診療情報の電子データ化）は、

について、問題があると考えています。みなさんもご一緒にこの問題を考えてみませんか？

京都府保険医協会　〒 604-8845  京都市中京区壬生東高田町 1-9  京都府医師会館３階   TEL 075 ━ 311 ━ 8888　FAX 075 ━ 321 ━ 0056　E-mail  info@hokeni.jp

◦企業が、患者さんの診療情報を営利目的に使うこと。
◦国が、私たち国民に使うべき医療費を減らすために使うこと。
◦地域の病院・診療所に大きな負担を強いること。

検索

※　政府は、政府・民間企業に診療情報データが渡る際には、被保険者番号や氏名を暗号化し、個人情報を特定せずに同一人物の情報を特定する方法を使う
としていますが、氏名や年齢からその番号を割り出すことは比較的容易と言われています。
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これで本当に 大丈夫?
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　このパンフレットは、京都府内の保険医でつくる京都府保険医協会が、国民のみ
なさんに、2008 年４月から、医療機関に段階的に義務化される診療報酬請求書（レ
セプト）のオンライン請求の問題点について知っていただくために作りました。
　オンライン請求の問題は、実は国民のみなさんにも大きな影響があります。ぜひ
お読みいただき、みなさんのご意見、ご質問をお待ちしています。
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